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第lトレンチ北東隅 x = -73252.120 Y = -76283.2∞ 
第2トレンチ南西隅 x = -73261.610 Y = -76282.290 
































































届番号 届名 しまり 粘性 備考
土色マン
セル記号
I 鳳褐色土層 弱い 弱い 表土。 UYR3fl 
~ボク上層.遺物包含
E 県色粘質土層 やや強い やや強い 2.aY2/1 
届.
田 暗黒褐色土層 やや強い 強い 黒ポク下層. lOYR3/1 
賞褐色のlc皿程度の
W 黒色混じり貧褐色土居 強い やや強い タサレ磁が多く混じ 2.aYd/4 
る.
V 貧燈色粘質土届 やや強い 強い ローム層。 lOYR8/8 
ロー ム属。火砕流に伴










































北西端に 0.2x 1.0m、南東端に1.0x 0.5mのタチワリを入れて確認し、調査を終了した。
2.検出遺構と出土遺物
検出遺構 9基のピットを確認した(第7図)0 P1 . P3は、 16層にいたるまで明確に判別す
ることはできなかったが、 トレンチ南壁土層で確認したところ、 15層上面から 17層に達して






含層である 9層上面から掘り込まれている。 P4は、 5層上面から掘り込まれている。 P9は、
9層中から掘り込まれているが、正確な掘り方は不明である。
出土遺物 縄文早期土器片は、 9層で l点、 15層で6点、 16層で 1点出土した。縄文後・晩
期土器片は、 1-3層で 16点、 9層で 106点、 15層で5点出土した。時期不明の土器片は、








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































.' 469冊。 b・469.7回 c' 469.7田















































トレンチ東壁の 12層で検出した(第 10図)。なお、 8層からは縄文早期土器片などが出土し
ているが、この層中で平面での遺構検出はできなかった。
出土遺物 縄文早期土器片は、 2層で1点、 8層で2点、 10層で l点出土 した。縄文土器で
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































検出遺構 ピットを l基検出した。 P1は、トレンチ外に続くため、平面形は不明である(第
12図)。掘り込み面は、 6層上面からだが、撹乱をうけていることから明確でない。規模は、












層番号 層名 しまり 粘性 備考 土色マンセル記号
照縄色土層 弱い 剥い 基本層序のI岨と対応。 1.5YR3/1 
2 灰黄褐色土層 やや強い やや強い lOYR612 
3 黒色粘賀土層 やや強い やや強い
黒ポク上層。基本層序のE層
2.5Y21l と対応。遺物包含層。
4 暗黒栂色土層 やや強い 強い
間ポク下層n 基本層il'の田層
lOYR31l と対応.
5 銅色混じり暗賞尚色土居 強い 非常に強い ピット埋土。 Z.5Y4/3 
質褐色町lるp程。度漸の軒クサレ様
6 /1.¥色混じり前掲色士服 強い やや強い が多く混じ 。 梓層。基本 2.5Y5/4 
層il'のW膚と対応。












第11図 第3トレンチ平面図 ・断面図 (S=1/30)
? ??
第6章出土遺物
1 .縄文早期土器(第 13図・巻頭写真3、4・図版 1) 
今回の調査において出土した撚糸文と楕円押型文の土器片合計 12点すべてを図化した。い
ずれも小片であり器形や口径を復元できるものはなく、また接合するものもなかった。これら
は第 1トレンチ(1~4 、 7 ~ 10) と第2トレンチ (5、6、11、12)出土のものである。
観察表は第 l表に記載した。
撚糸文土器は 5点出土した。器壁の厚さが5mm程度の薄めのもの(1 )と 7~ lOmmの比較
的厚めのもの (2~ 5) がある 。 撚糸文の施文方向は、それぞれ横位が 1~4 、縦位が 5 であ
り、すべてが右撚り (R)である。 l、2は口縁部であり、 1の内面には横位の撚糸文が施さ





楕円押型文土器は 7 点出土した。 器壁の厚さは 6~9mm程度といずれも 1 cmに満たない。す
















深鉢の口縁部 (1~ 6)は、口縁部断面が角頭状を呈するもの(1 ~ 3)、尖頭状を呈する
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底部の破片 (20-23)は、平底のもの (20，21. 22) とやや上げ底であるもの (23)に分



























































































































備考番号 外商 内面 外面 断面 内面
図 13-1 深鉢 口縁部 型車糸文
撚糸文，
白色の1.0mm大の様を稀に含む。 ム 10YR5/3 10YR6/4 10YR5/4 柵状文
図 13-2 深鉢 口縁部 撚糸文 ナデ 白色の0.5-2.0mm大の僚を稀に含む。 ~ lOYR6/4 10YR5/3 10YR5/3 
図 13-3 深鉢 胸部 燃糸文 ナデ 細礁をほとんど含まない。 ム 2.5Y5/3 2.5Y6/4 2.5Y6/4 
図13-4 深鉢 胴部 撚糸文 撚糸文 白色の1.0mm大の礁をごくまれに含む。 。2.5Y5/2 2.5Y6/4 10YR6/4 
図13-5 深鉢 胴部 撚糸文 ナデ 灰白色の1.0mm大の礁をまれに含む。 。7.5YR4/3 10YR5/4 7.5YR4/6 
図 13-6 I柔鉢 口縁部 楕円 柵状文 細様をほとんど含まない。 i己 2.5Y7/4 2.5Y5/2 2.5Y4/1 
押型文
図13-7 深鉢 胴部 楕円 ナデ 白色の1.0mm大の礁を多く含み、細型車も稀 ム 7.5YR5/4 2.5Y5/2 2.5Y4/1 押型文 に含む。
図 13-8 深鉢 胴部 楕円 ナデ 灰白色の1.0mm大、2.0mm大の礁を含む。 ~ 10YR6/4 10YR4/1 10YR6/3 押型文
図 13-9 i軍鉢 納部 楕円 ナデ 灰白色の1.0mm-2.0mm大の礁をまばら ~ 10YR6/4 lOYR4!2 10YR5/3 押型文 に含む。
図13-10深鉢 胴部 楕円 ナデ 白色の0.5mm大の礁をまばらに含む。 ム lOYR7/4 10YR6/3 10YR4/1 押型文
図 13-11 深鉢 胴部
楕円 ナデ 白色と貧褐色の0.5-1.0mm大の礁を稀に 。10YR6/6 2.5Y5/2 2.5Y5!2 内面に粘土紐押型文 含む。 の跡がある
楕円 外函に炭らし図 13-12i梁鉢 胴部 押型文 ナデ 灰色の1.0mm大の様をごく稀に含む。
。10YR6/4 2.5Y4/2 2.5Y5/2 き黒い付着物
一ー がまばらにつく
第2表縄文後・晩期土器観察表
t市図 喜善種 部位 調整 胎土 焼成・ 色調 備考番号 外面 内面 外面 断面 内面
図 14-1 深鉢 口縁部 ナデ ナデ 灰白色の0.5mm程度の砂粒を稀に含む。 。10YR5/3 10YR4/1 2.5Y4!2 
関14-2 深鉢 口縁部 ナデ ナデ 白色.浅黄燈色の1.0-1.5mmの砂粒を多 。lOYR5/3 10YR6/4 2.5Y4/1 く含む。
図 14-3 i采鉢 口縁部 ミガキ ナデ 灰白色の0.5-l.Ommの砂粒を多く含む。 。10YR4/2 10YR5/3 10YR4/2 
図 144 深鉢 口縁部 ナデ 条痕 白色1.0-1.5mmの砂粒を多く含み、 1mm 。2.5Y7/3 2.5Y6/3 2.5Y5/2 程度の金雲母を稀に含む。
図 14る 深鉢 口縁部 ナデ ナデ 白色、黄褐色の1.0- 1.5mmの長石、黒雲 。lOYR6/4 10YR6/4 2.54/1 母を多く含む。
図14-6 浅鉢 口縁苦I1 ナデ ナデ 白色の0.5-3.0mmの砂粒をまばらに含む。 。10YR6/4 10YR7/4 10YR4/1 
図14-7 深鉢 胴部 ナデ ナデ 灰白色の1.0-4.0mm大の砂粒を稀に含 。10YR6/4 10YR6/3 lOYR8/4 む。
図 14.8 i柔鉢 腕部 ナデ ナデ 灰白色の0.5mm程度の砂粒を稀に含む。 。2.5Y6/4 2.5Y6/4 2.5Y4/1 
図 14-9 言華鉢 胸部 ナデ ナデ 灰白色の0.5mm程度の砂粒を稀に含む。 。2.5Y5/4 2.5Y4/3 2.5Y3/1 
灰白色、淡黄色の0.5mm程度の砂粒を多く 外国の一部図14-10i圭鉢 胴部 ナデ ナデ 含み、 0.5mmの黒雲母を含む。
。10YR4/3 lOYR6/5 10YR5/3 に炭化物付
着
図 14-11深鉢 胸部 ナデ ナデ 灰白色、浅貧燈色の1.0mm大の砂粒を多く 。10YR6/4 10YR6/4 lOYR6/4 含む。
図15-12i寒鉢 胴部 ナデ ナデ 灰色の0.5-l.Omm程度の砂粒を多く含 。10YR6/3 2.5Y612 10YR7/4 む。
図 15-日 深鉢 胴部 ナデ 条痕 灰色の1.0mm程度の砂粒をまばらに含む。 b.込 lOYR6/3 2.5Y6/2 lOYR7/4 
図 15-14深鉢 目岡部 ナデ ナデ 白色、灰褐色の1.0mm程度の砂粒をまばら 。lOYR6/3 10YR6/4 10YR6/3 に含む。
図 15-15i奈鉢 胴部 ナデ ナデ 浅黄燈色の1.0mm程度の砂粒を稀に含む。 。10YR6/4 10YR7/4 10YR8/4 両面に炭化物が付着
図15-16i菜鉢 胸部 磨消 ナデ 赤褐色、 1受賞燈色の0.5-1.0mm大の砂粒 。10YR5/4 lOYR6/3 10YR4/1 縄文 を多く含む。
図15-17深鉢 胴部 ナデ? ナデ? 灰白色、黒褐色の1.0 3.0mm大の砂粒を × lOYR7/3 2.5Y6/3 7.5Y4/1 多く含む。
図15-18深鉢 胴部 ナデ ナデ 灰白色、浅黄燈色の1.0-1.5mm程度の砂 。10YR6/4 10YR6/6 2.5Y3/2 粧を多く含む。
図 15-19i柔鉢 胴部 謄消 ナデ 赤褐色、浅黄燈色の0.5-1.0mmの砂粒を 。10YR6/5 10YR6/4 lOYR4/1 縄文 稀に含む。
図15-20i架鉢 底部 ナデ ナデ 白色、灰褐色の1.0mm緯度の砂粒を多く含 。7.5YR5/5 5YR5/5 5YR5/4 む。
図15-21 浅鉢 底部 ナデ ナデ 赤褐色、灰白色の0.5mm程度の砂粒をまば 。10YR6/5 10YR7/5 10YR7/5 らに含む。
図15-22i圭鉢 底部 ナデ? ナデ 灰白色の0.5-2.0mm程度の砂粒を多く含 。10YR6/4 2.5Y5/3 2.5Y412 む。




挿図番号 出土層位 石材 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g)
図16-1 黒色粘質土層 安山岩 磨石 11.6 8.1 5.9 8∞.0 
図16-2 黒色粘質土層 流紋岩 敵石 8.1 4.0 3.4 170.0 
図16-3 黒色粘質土層 安山岩 石皿 (6.4) (14.3) (7.1) 9∞.0 
図17 黒色粘質土層 安山岩 台石 38.1 25.4 16.1 153∞.0 
黒色粘質土層 安山岩 剥片 2.1 5.1 0.7 10.3 
黒色粘質土層 安山岩 剥片 2.0 2.0 4.0 2.2 
黒褐色土層 安山岩 剥片 1.7 2.9 4.0 1.8 
黒褐色土層 安山岩 剥片 1.7 1.5 3.0 1.0 
黒褐色土層 黒曜石 剥片 1.6 1.6 3.0 0.8 










図1&-1 壷 胴部 ナデ， ミガキ ナデ
灰白色と暗褐色の1.0mm大の礁を稀 。7.5YR7/4 7.5YR7/6 10YR7/6 
に含む
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cal BC 4690 -4585 
2σ(95.4%確率)
c剖BC4710 -4540 
BP : Before Physics (Present). cal: calibrated 
デルタ





試料の 14Ci2c比から、現在 (AD1950年基点)から何年前かを計算した値。 14Cの半減期
は5.730年であるが、国際的慣例により Libbyの5.568年を用いた。
( 3 )暦年代 (CalendarAge) 
過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中 14C濃度の変動および14Cの半減期の違
いを較正することで、より 実際の年代値に近づけることができる。暦年較正には、年代既知









率法に より lσ (68.2%確率)と 2σ (95.4%確率)で示した。較正曲線が不安定な年代で









Bronk Ramsey C. 1995 Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy.The OxCal Program.Radiocarbon.37 (2). p.425-430. 
Bronk Ramsey C. 2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal， Radiocarbon， 43 (2A) . p.355-363 

















4690BC (68.2%) 4585BC 
95.4% probabil防
4710BC (95.4%) 4540BC 





































































水田跡と比較しでかなり低くなり、 1，000~ 2.0∞個 /g程度である場合が多い。キピ属型およ
びヒエ属型は 1，000個 /g未満と低い値であるが、いずれも葉身中における植物珪酸体の密度
が低いことから、植物体量としては過大に評価する必要がある。
おもな分類群の推定生産量によると、 17層ではミヤコザサ節型、 16~ 15層ではチマキザサ






































































杉山真二1999I植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史Jr第四紀研究J38 (2) . p.l09-123 
2∞o I植物珪酸体(プラン卜・オパール)Jr考古学と植物学j同成社 p.l89-213 
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第 1トレンチ l 
ヨシ属





第 1トレンチ l 
表皮毛起源
第 1トレンチ l 
キピ属型











第 1トレンチ 3 
ウシクサ族B
第 1トレンチ l 
ネザサ節型
第 1トレンチ 2 
ミヤコザサ節型
第 1トレンチ 10 
樹木(その他)



























































北緯 350 20' 12.5" 
東経 1330 29' 29" 
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